
総選挙で変えよう

　「自民党のひどい政治を変えるにはどうしたらいいの？」──国民の

願いで一致する政党・団体・個人による「市民と野党の共闘」こそ、

政治を変える一番の力です。きたる総選挙で、日本共産党を伸ばして、

自民党政治を変える共同の力を広げましょう。
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日本共産党京都府委員会は上記の見解を発表しました。

■発行：日本共産党京都府委員会 075-211-5371 ／ 2024 年 9 月 1 日号
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希望希望ひらくひらく

新新しいしい政治政治へへ
裏金に無反省、経済無策、軍事費 2 倍、ジェンダー不平等──行き

詰まった自民党政治を根本から立て直すためがんばります。

経済再生プラン

★働き方改革
賃上げと待遇改善

★消費税減税
社会保障の充実
教育費負担の軽減

★気候危機の打開
食料自給率向上

平和の外交政策

★ＡＳＥＡＮのよう
に国家間の課題や
紛争を話し合いで
解決

★東アジア全体で平
和の構想を推進

★憲法 9 条を生かす

北陸新幹線延伸計画

力あわせ断念・中止へ

最悪の京都破壊 地下水・環境への悪影響
計画（右図）では、建設にともなう地下水・河川の水

量の減少や、有害物質をふくむ大量の残土など、環境

への重大な悪影響が。地下水を使う産業も大打撃です。

建設費2.5倍超の5.3兆円に
国交省は新たに「京都駅 3案」として新たな試算を提示。

当初の 2.1 兆円から最大 5.3 兆円と 2.5 倍に膨張。自

治体の負担増や投資効果がないムダづかいが鮮明に。

公共交通の整備・充実こそ
ムダで環境破壊の北陸新幹線延伸計画は断念・中止し、

在来線の利便性の強化や耐震対策、地域の公共交通の

整備・充実にこそ、政治が力を発揮するべきです。

日本共産党はムダと環境破壊の延伸計画を追及。「計画は、前

提が大きく崩れた」（「京都」社説）と追い詰めてきました。

詳しくはこちらから




